






































栽培法をHistoria natural y moral de las India, 1590に説明している｡
またアメリカ産植物の輸入と風土化がアジアで如何に速かに行われたかに就い
てはHartwichが其の論文Uber in Rumphius Herbarium Aboinense
























ブラジル遠征の活動を開始して, Jacob Willekensが, 1624年にブラジルの
主府サン・サルバドールを占領し, Henr. Lonkが1630年Pernambuco州





















まで天文学者のCharles Marie de Condamine, Bouguer, Godinはペル
ーでこの任務に就き,動植物にも注意を払い,この時植物学者としてJoseph
de Gussieu医師が是を援助したde la Condamineは737・2月4日
Cuencaを経て,史にQuitoからLimaへ赴く途中Loxaの南方2哩半
にあるCajacuma山でキナ樹を発見したので,この写生図と説明書を添えて
バリーのアカデミ1へ送ったが, Arrot (An account of the Peruvian or
Jesuits fark. Phil, transact. 1737!38)も既にこの山を知っていた｡走に
関するde la Condamineの論文Sur l'arbre de Quinquinaは, Histoire
de l'academieroyaledessciences 1738(1740年出版)に発表されたHoward












Ulloa及びJuan (Relacio del viage, Madrid 1748)もキナ樹に関して報
告を行っているOこのAntoniode Ulloa(1716-1795)揺,エスパニア海
軍の提督で, 1760年から1797年までZeaと共に南アメリカの北部を探検し
たJose Celestino Mutis (1732-1808)の門下生であったMutisは760
年其の植物学知識を用いる機会に恵まれ, 1784年グラナダ植物探検隊(Expe-
























「伯爵夫人末」 Polvo de la Condesa pulvis Comitissaといわれ,キナ樹は
Cinchonaと名付けられるようになった｡其の後Cinchonaの綴は, 1866年ロ
ンドン国際植物学会議で決定を見たのであった｡この夫人は後添であって,先



















































































要するにDe Candollaは18種を, Howardは38種を, Weddellは, 5門
(Stirps Cinchonae officinalis, St. C. rugosae, St. C. micranthae,
































































になるのは, Rad. ChinaeCキナ根)という言葉である｡ Johannes Rodencus





著In Dioscoridis Anazarbei de Materia medica libros enarrationes




centruriae septem, Basel 1556年を著し,この中で例えば,是より以前にヨ
ーロッパで末だ知らなかったSassaparilla (サルサパリッラ根)を医薬とし
て用いて成功したこと,印度航海家Vincentius Gilms a Tristanisが,西
紀1535- 556年に,初めてRadix Chinae(キナ根)をポルトガルへ窟ら
したことを説明している｡更にJuanFragosoは,エスパニアのフィリッポ
二世の侍医であるが,自著Discursos de las cosas aromaticas arboles y
frutales y de otras muchas medicmas Aimples que se traen de la India























誤認されたことは既に述べた｡ Andre Thevetは, Angoullme出身でフ
ランシスコ派であるが, 1555年ブラジルに渡航して,この地の植物に最も注意
を払い,殊に薬用植物に関しては不正確ながら最初の報告を行っている｡自著
Les singularitez de la France antarctique, Antwer, 1 558年の中に,
Smilax chinaeに関する記事がある｡またChristobal A Costaは, 1580年



















いわれ,其の著Historia medicinal de las cosas que se traen de nuestras







































って明かであろう｡耶蘇会のPietro Paols Pucciariniが, 1751年キナ皮の
使用に関して詳細な説明を行ったO其の後間もなくこのキナ皮は, 「耶蘇会
散」 Polvode los Jesuitosと称えられたJuan deLugo枢機官は,ロ
ーマの自宅で,キナ皮を貧しい人々に与えたのであったが,其の慈悲を讃えて
永い間, 「枢機官皮」とか「de Lugo枢機官皮」 Fulvis eminentissimi


















其後ロンドンに出て, 1672年に小著A rational acconnt of thecause and
cure of agues, Londonを著し,後ちナイトの階級を獲得して国王の侍医に
なった｡1679年にはフランス及びエスパニアを旅行し(Recueildes neuvelles,
Paris 1780),このエスパニア旅行にはルイ14世の蛭でエスパニアの若い女王
Louise d'Orleansに随行した｡自著Pyretologia, a rational! of the cause













admirables qualitez du Kinkina Con丘rmees par plusieurs experiences,
Paris 1689によって明かである｡
アメリカ発見後,アメリカ産薬用植物が年を経るに連れて,如何に薬方に用




名な医師Johannes von MuralthのIn Paraxos Usum constructa,Zurich














































































































































Schall (湯若望)・Ferdinand Verbiest (南懐仁)・Joannes Francois



















Beuvetの両宣教師は,恰度北j封こ到着して, Joan de Fontaney (洪若)






























































発するようになったUlloa及びJuan(Relacis del viage, Madrid 1748)
は,キナ樹に関する報告を行っているが,このAntoniodeUlloaは,エス






メリカの北部を旅行したJos6 Celestino Mutis (1732-1808)の門下生であ
った｡斯くてキナ皮が盛んにヨーロッパに輸入され,且つ研究の進捗に連れて
是に関する著書も多くなった｡生薬仲買人Heinrich von Bergen著Versuch
einer Monographic der Chinarinde, Hamburg 1826は,実際上の要求に
応じて出版された許りでなく,キナ学史上にも重要な使命を果している｡更に
A. B. Lambertの論文A description of the genus cinchona, London
1797及びAn illustration of the genus cinchona, London 1 82 1並に
Laubertの数多の研究の成果が発表されたJos Celestino Mutisは,
1732年Cadixに生れ. 1808年Santa Fe di Bogot(iで放したが, Quinologia
di Bogtaの著者で,彼及び其の門人の偉業で一部知られたに過ぎないにして
ら,彼の死後しばらくしてその功績が認められたが,是はNew-Granda出身
のTriana著Neuvelles etudes sur les quinaquinas, 1870によるのであ




a le quinologiaを上梓した｡其後Howardは, Pavonの遺著を発表し
た｡ 19世紀の初めAlexander von Humboldtも大いにキナに注意を払い,
















Hugh Algernon WeddellCI819-1877)は,先づ1845年にLouis Philippの
探検に参加して,ポリヴィアのキナ林に入ったが,ペルーにも行ったことが
あり, 1857年に再び南アメリカに帰り,其の研究の結界をHistoire naturelle
des Quinquinas, Paris 1849に発表したが,キナ学文献中最も重要なものの
一つであって,図板30枚と地図1枚とがある｡続いて第2回の旅行は, Notes
sur les Quinquinaを1870年にAnnales des sciences naturellesに発表











して止なかったJ. Forbes Royleの推挙よるものであった｡ Royleは其の
-1均一













チヒ版のドイツ語版があり,彼の小著The cinchona species of Granada
containing the botanical descriptions and some account of Mutis and
Karstenは- 1867年に発表され,またキナを印度に輸入したことに関して,
80年に初めて大著を著したが,この書創まPeruvian Barkであった｡
A popular account of the introduction of cir〕chona cultivation into
British Indiaで,公文書を資料とした点から見て,キナに関する貴重な文
献ということが出来るOリンネがキナのことをCiIlchonaと名付けたことは
既に述べた｡マルク-ムが小著A memoir of the Lady Aila de Osorio








た｡従って例えばC.F. Phil, von Martius (1794-1868)の如きは,今日
既に解決されているブラジル産植物の創設者であるのみならず,生薬学者
Th. W. Chr. Martius (1796-1863)とは兄弟の間柄であって,キナに関
しても独自の見解をもっている｡自著Die Fieberrinde, der Chinabaum,
sein Vorkommen und seine Kultur (BuchnerのRepert. 1863)では,
キナ皮・キナ樹・其の栽培法等を説明している｡ iyアワ及び前印度のキナ栽培
に関して独特の見解をもつOtto Kuntzeの如きも,自著Cinchona, Arten,































I. Note on the propagation and cultivation of the medicinal
cinchonas or Peruvian Bark trees, Madras 1867.





















I. J. L. Soubeiran et Augustin Delondre (上記Delondreの子
息j , De lintroduction et de l'acclimatation des cinchorlaS
dans les Indes nlerlandaises et anglaises, Paris 1868.
丑Th. N. Christie, Prize Essay on cinchona cultivation,
Colombo 1883.
温T. C. Owen, The cinchona planter's manual, Colombo 1881.
IV. Bidie, Cinchona culture in British India, Madras 1879.
キナ葉の解!熟性に関しては, Chipper丘eldが既にMadras Quart. Journal
of medical Society 1866で論じている｡この間キナの苗木は,世界のうちで
最も早くジァワに移植された｡このオランダ領印度移入に関してはTschirch
著Indische Heiトund Nutzpflanzenとvan Gorkom著Kina, Koloniaal










身であったに拘らず,この主張を実施し,遂にJustus Carl Hasskarl (181
年Kasselに生れ, 1894年Cleveに枚)を1852年に南アメリカへ派遣した｡
Hasskarl自身は, J.K. Miillerという仮名で出発し,土人の言葉を学び,






























Leipzig 1869及びKina, Haarlem lでさえ,其の到る所に博学で経験の
ある人であることを示しているが,彼の名著De Oostindische Culturesに
よって初めて,如何に視野の広い多方面の人であったかが窺われる｡従って既




播種・種々の採取法を,組織的に研究し,名著De Kina Cultur in Azi6,
Batavia 1884は,この大事業の紀念碑であった｡この園長の後任には1883年
にRomundeが選ばれたが,化学者というよりは立派な実際家であった｡更
にRomundeの後任としてP. van Leersum (1854年Utrechtに生る)
が選ばれ,特にキナの化学的方面に近代的基礎を建てたのみならず, Leersum

























































あって, 1820年Annales de chimie et physique, pag. 212の第15巻に,
Recherches chimiques sur les Quinaquinasの題名で発表され( 1898年
-配]-






























I. Examination of Pavons collection of Peruvian Barks contained
in the British Museum, London 1853.
J. Illustrations of the Nueva Quinologia of Pavon, London 1862.
厨Quinologie of the East Indian plantations, London I , 1869.
‡・罷.1876






































Eduard Reichardt (Chemische Bestandteile der Chinarinden,
Braunschweig 1855年の著書がある)・Reichel (Uber Chinarinden und
deren chemische Bestandteile, Leipzig 1856の著がある)の多数に上る｡











のde Vrijは,キナに関する小著De Kina-boom uit Zuid-Amerika






















り,其後植物学者のPhilipp Phoebus (1 804-1 880)は,キナ皮を解剖
学的に研究し,其の結果をDie Delondre-Bouchardatschen Chinarinden,
Giessen 1864及びZur Anatomie der Chinarinden 1867に発表した｡終に
1865年にOtto Bergの名著Die Chinarinden der pharmakognostischen
SammlungzuBerlinが上梓され,この中にベルクは,真・偽のキナ皮
の断面図1 0枚を載せたが,この図の一部が, der anatomische Atlas zur




Vogelがある｡著書にはdie Chinarinden des Wiener Grosshandels und
der Wiener Sammlungen, Wien I 867があり,また共著Beitr五ge zur















Physiologie der Gew云chseの中で,またWigand C1821年Treysaに生れ
1886年枚)は. 1862年の論文(Botanische Zeitschrift, 1862, S. 137)の中
で,アルカロイドが存在する内皮細胞の説明を行ったが,続いて生薬学名
Corneille Antoine Jean Abraham Oudemans (化学者A.C. Ooudemans
とは兄弟で. 1825年生)が,其著Handleitung tot de Pharmacognosie,
Haarlem 1 865の中で,この傘下に加った｡然しHowardの如きは,共著
Quinology及びMikroscopical researches on the alkaloids as existing
in the cinchonabarks, 1 865の中で,一般的考察に基いて是等の見解
を論駁し,次いでN. J. C. Mullerが,実際の観察を基礎として,共著
Untersuchungen iiber den Sitz der Alkaloide m der Cinchonarmde
CPringsh. Jahrb. 5 C1866),S.238〕の中で,更にF.A. Fliickigerも,其の
論文Beitr五ge zur Anatomie der Chinarinden (Shweiz・Wochenshrift
f. Pharm. 1866. S. 361)の中で論放したのであった｡斯る反対論があった
に拘らず,其後の総ゆる研究家達は,アルカロイドのある場所が,薄い壁のキ
ナ皮細胞中にあるとの上記ミュレルの説を容れるようになった｡其の上,既に














Guibourt著Histoire naturelle des drogues simples, vl edition
876の中には,キナ皮の章を設けて,秀れた説明を与え, Gustave Planchon
もこの出版の世話をしたが,曽てキナ皮の研究に熱中したことがあり,共著
Thlse d'agregation a l'ecole super・de pharmacie ] 864の中で, Boissier
de Candolle・Triana・Howard・Ramponの多数の資料を用いてキナを論
じ,其後バリーの丘cole superieure de pharmacie (薬学専門学校)の校長
も,再三是を説いて,是が研究を鼓舞したのであった｡ 1 896年に上梓された
Les drogues simplesは, Planchon及びCollinの共著になったが,主と
してEug. Collinが書いたものである｡彼は秀れた顕微鏡学者で,既に1877
















(2-methoxy- 6 - chlor- 9 -a-diathylamino-S-pentylamino-acridin)及
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